
請願第４号 

 

農業の再生と食料安全保障の確立に向けた実効性のある 

所得補償制度の早期実現を求める意見書の提出を求める請願 

 

【請願趣旨】 

 日本の四季は、二季に変わり始め、世界一異常気象が発生する国になったと言われます。 
国民の生きる糧である食料を生産する農業は、元来自然と共にあり、自然に左右される厳しい生

産条件を持っています。さらに今日の異常気象は、なお一層その厳しさを増幅させています。 
 加えて農村の現状は、少子高齢化の波をまともにかぶり、耕作放棄地も年々増加しつつあり、比

例してイノシシ、サル、シカ等の鳥獣被害は増加しつつあります。いまや平均年齢 70 歳とも言わ

れ「あと何年農業ができるのか」危機的な農村の現状に猶予はありません。 
「食料安全保障」の観点からも、世界的異常気象や紛争の勃発で、いまや我が国の食糧のカロリ

ーベースで 60％を依存する外国産の輸入が途絶えないという保証はありません。このままでは、世

界で最初に飢えるのは日本であるとも言われる現状です。 
 未来を担う子どもたちに、安心安全な国産の食料を確保するためにも、欧米諸国並みの所得補償

制度を実現するしかありません。農業・農村の持つ多面的な役割を十二分に発揮し、農村の持続的

な維持を図りつつ、下記の役割実現へ向け、国の関係機関に対し地方自治法第 99 条の規定にもと

づき意見書を提出されるよう賛同署名を添えて請願いたします。 

 

 

記 
 
１．子どもたちに安心安全な食料の確保を図ること。 
 

２．すべての農家に欧米諸国並みの「所得補償」で食料自給率を高めること。 
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